ある 午後 

せき 

「高い とこの 眺め は、 ァ アツ (と 咳 をして) また 格段 

で ごわすな」 

こ-つち リ 

片手に 洋傘、 片手に 扇子と 日本 手拭 を 持って いる。 

きれい は 

頭が 奇麗に 秀げ ていて、 カンカン 帽子 を 冠って いるの 

せん 

が、 まるで 栓を はめた ように 見える。 —— そんな 老人 

が 朗らかに そう 言い捨てた まま 峻 の 脇 を 歩いて 行つ 

た。 言って おいて こちら を 振り向く でもな く、 眼 はや 

ちょう まう 

はり 遠い 眺望へ 向けた ままで、 さも やれやれ といつ 

た ふうに 石垣の はなの ベンチへ 腰 を かけた。 —— 



町 を 外れて まだ 二 里 ほどの 間 は 平坦な 緑。 I 湾の 濃 

あい すそ 

い 藍が、 それの かなたに 拡がって いる。 裾の ぼやけた、 

そして 全体 も あまり かつきり しない 入道雲が 水平線の 

上に 静かに 蟠 つてい る。 —— 

「ああ、 そうですな」 少し 間 誤つ きながら そう 答えた 

時の 自分の 声の 後味が まだ 喉 や 耳の あたりに 残って い 

るよう な 気がされて、 その 時の 自分と 今の 自分と が 変 

に そぐ わなかった。 なんの 拘り もしらない ような そ 

の 老人に 対する 好意が 頰に 刻まれた まま、 峻 はまた 

先 ほどの 静かな 展望の なかへ 吸い込まれ ていった。 I 

I 風が すこし 吹いて、 午後であった。 



一 つに は、 可 i{ い 盛りで 死なせた 妹の こと を 落ちつ 

いて 考えて みたい という 若者め いた 感慨から、 峻 はま 

だ 五 七日 を 出ない 頃の 家 を 出て この 地の 姉の 家へ やつ 

て 来た。 

ぼんやり していて、 それが 他所の 子の 泣 声 だと 気が 

つくまで、 死んだ 妹の 声の 気持が していた。 

「誰 だ。 暑い のに 泣かせた りなん ぞ して」 

そんな ことまで 思つ ている。 

彼女が こと 切れた 時よりも、 火葬場での 時よりも、 

変わった 土地へ 来て する こんな 経験の 方に 「失った」 



「家の 近所に お 城跡が ありまして 峻の 散歩に はちょう 

ど 良い と 思います」 姉が 彼の 母の もとへ 寄 来した 手紙 

にこん な ことが 書いて あった。 着いた 翌日の 夜。 義兄 

と 姉と その 娘と 四 人で はじめて この 城跡へ 登 つ た。 

旱 のた め うんかが たくさん 田に 湧いた の を 除 虫燈で 

殺して いる。 それが もうあと 二三 日 だからと いうので- 

それ を 見に あがった のだった。 平野 は 見渡す 限り 除 虫 

燈の 海だった。 遠くに なると 星の ように 瞬いて いる。 

はざま 

山の 峡間が ぼうと 照らされて、 そこから 大河の ように 

流れ出て いる 所 もあった。 彼 は その 異常な 光景に 昂奮 



して 涙ぐんだ。 風の ない 夜で 涼み かたがた 見物に 来る 

にぎ やみ おしろい 

町の 人び とで 城跡 は 賑わって いた。 暗の なかから 白粉 

を 厚く 塗 つ た 町の 娘 達が はしゃ いだ 眼 を 光らせた。 

今、 空 は 悲しい まで 晴れて いた。 そして その 下に 町 

は 1* を 並べて いた。 

白堊の 小学校。 土蔵 作りの 銀行。 寺の 屋根。 そして 

くず 

そこ ここ、 西洋 菓子の 間に 詰めて ある カンナ 屑め いて、 

緑色の 植物が 家々 の 間から 萌え出て いる。 ある 家の 裏 

ばしょ-つ 

に は 芭蕉の 葉が 垂れて いる。 糸杉の 巻き あが つ た 葉 も 

かっこう 

見える。 重ね 綿の ような 恰好に 刈られた 松 も 見える。 



ク、 ォ ー シ」 になったり 「ォ ー シ、 チュクチ ュク」 に 

もどった りして、 しまいに 「スッ トコ チ ー ョ」 「ス ット 

コチ ー ョ」 になって 「ジ ー」 と 鳴き やんで しまう。 中 

途に 横から 「チュクチ ュク」 と はじめる のが 出て 来る。 

すると また 一 つの は r スッ トコ チ— ョ」 を 終わって 

r ジ—」 に 移 りかけ ている。 三重 四重、 五重に も 六 重に 

も 重なって 鳴いて いる。 

たかし やしろ 

峻 はこの 間、 やはり この 城跡の なかに ある 社の 桜 

ほうしせ み 

の 木で 法師 蟬が 鳴く の を、 一 尺 ほどの 間近で 見た。 

華 車な 骨に 石鹼 玉の ような 薄い 羽根 を 張った、 身体の 

こんちゅう 

小さい 昆虫 に、 よく あんな 高い 音が 出せる もの だと、 



小さい 軽便が 海の 方から や つ て 来る。 

海から あがって 来た 風 は 軽便の 煙 を 陸の 方へ、 その 

走る 方へ 吹きな びけ る。 

見て いると 煙の ようではなくて、 煙の 形 を 逆に 固定 

した まま 玩具の 汽車が 走って いるよう である。 

かげ 

ササ ササと 日が 翳る。 風景の 顔色が 見る見る 変わつ 

て ゆく。 

遠く 海岸に 沿って 斜に 入り込んだ 入江が 見えた。 I 

I 峻 はこの 城跡へ 登る たび、 幾度と なく その 入江 を 見 

るの が 癖になつ ていた。 

海岸に して は 大きい 立 木が 所 どころ 繁 つてい る。 そ 



た。 息苦しい ほど 妙な ものに 思えた。 

夢で 不思議な 所へ 行って いて、 ここ は 来た 覚えが あ 

ると 思って いる。 —— ちょうど それに 似た 気持で、 え 

たいの 知れない 想い出が 湧いて 来る。 

「ああ かかる 日の かかる ひととき」 

「ああ かかる 日の かかる ひととき」 

いつ 用意した とも 知れない そんな 言葉が、 ひらひら 

とひら めいた。 —— 

r ハ リケン ハッチの ォ— ト バイ」 

r ハ リケン ハッチの ォ 1 ト バイ」 

たかし 

先 ほどの 女の子ら しい 声が 峻 の 足の 下で 次つ ぎに 



高く 響いた。 丸の 内の 街道 を 通って ゆく らしい 自動 自 

転 車の 爆音が きこえて いた。 

この 町の ある 医者が それに 乗って 帰って来る 時刻で 

あった。 その 爆音 を 聞く と峻の 家の 近所に いる 女の子 

は 我勝ちに 「ハ リケン ハッチの ォ ー ト バイ」 と 叫ぶ。 

「ォ ） ^バ」 と 言って いる 児 も ある。 

三階の 旅館 は 日 覆 をい つの 間に か 外した。 

遠い 物干 台の 赤い 張 物 板 ももう 見つから なくなった _ 

ひぐ らし 

町の 屋根から は 煙。 遠い 山から は 蜩 。 

手品と 花火 



rx X ちゃん。 花 は」 

「フロラ」 一番 年の いったの がそん なに 答えて いる。 



城での それ を 憶い 出しながら、 彼 は 家へ 帰って来た。 

家の 近くまで 来る と、 隣家の 人が 峻の顔 を 見た。 そ 

して 慌てた ように 

「帰って おいでな した ぞな」 と 家へ 言い 入れた。 

奇術が 何とか 座に かかつ ている の を 見に ゆこうかと 

言って いたの を、 峻が ぼつと 出て しまったので 騒いで 

いたので ある。 



「あ。 どうも」 と言うと、 義兄 は 笑いながら 

「はっきり 言 うとかん のがい かんの やさ」 と 姉に 背負 

わせた。 姉 も 笑いながら 衣服 を 出し かけた。 彼が 城へ 

行って いる 間に 姉 も 信 子 (義兄の 妹) もこって り 化粧 

をして いた。 

姉が 義兄に 

「あんた、 扇子 は？」 

「衣囊 にある けど …… 」 

「そう やな。 あれ も 汚れて ますで …… 」 

姉が 合点 合点な どして ゆつ くり 捜し かける の を、 

じゅうじゅうと 音 を させて 煙草 を 呑んで いた 兄 は 



「扇子なん かどうで もええ わな。 早う 仕度し やん し」 

きせる 

と 言って 煙管の 詰まった の を 気にして いた。 

奥の間で 信 子の 仕度 を 手伝って やって いた 義母が 

うちわ 

「さあ、 こんな はどう やな」 と 言って 団扇 を 二三 本 寄 

せて 持って来た。 砂糖 屋 などが 配って 行った 団扇で あ 

る。 

姉が 種々 と 衣服 を 着こなして いるの を 見ながら、 彼 

は 信 子が どんな 心 持で、 また どんな ふうで 着付け をし 

ている だろう など、 奥の間の 気配に 心 を やつたり した- 

や がて 仕度が できた ので 峻 はさき へ 下りて 下駄 を 

穿いた。 



「勝 子 (姉 夫婦の 娘) がそ こらに いますで、 よ ぼって 

やっとく なさい」 と 義母が 言った。 

袖の 長い 衣服 を 着て、 近所の 子ら のなかに 雑って い 

る 勝 子 は、 呼ばれた まま、 まだな にか 言いあって いる 

「『力』 ちう とこ へ 行く の」 

「かつどう や」 

「活動 や、 活動 や あ」 と 二三 人の 女の子が はやした。 

「う うん」 と 勝 子 は 首 を ふって 

r 『ョ』 ちっと こへ 行く の」 とまた やって いる。 

「ようちえん？」 

「いやらし。 幼稚園、 晩に は あれ へん わ」 



義兄が 出て 来た。 

「早う お^でな。 放っといて ゆく ぞな」 

おしろい ゆうやみ 

姉と 信 子が 出て 来た。 白粉 を 濃く はいた 顔が 夕 暗に 

うちわ 

浮かんで 見えた。 さっきの 団扇 を 一 つず つ 持って いる。 

「お待ち 遠 さま。 勝 子 は。 勝 子、 扇 持って るか」 

まと 

勝 子 は 小さい 扇 を ちらと 見せて 姉に 纏い つき かけた。 

「そんなら お母さん、 行って 来ます で …… 」 

姉が そう 言う と 

「勝 子、 帰ろ 帰ろ 言わん の やん な」 と 義母 は 勝 子に 言 つ 

た。 

「言わん の やん な」 勝 子 は 返事の かわりに 口真似 をし 



て峻の 手の なかへ 入って 来た。 そして 峻は手 を ひい 

て 歩き 出した。 

往来に 涼み台 を 出して いる 近所の 人び とが、 通りす 

がりに、 今晩は、 今晩は、 と 声をかけた。 

「勝ち やん。 ここ 何てと こ？」 彼 はそんな こと を 訊い 

てみ た。 

「しょう せんかく」 

「朝鮮 閣？」 

「う うん、 しょう せんかく」 

「朝鮮 閣？」 

「しょう I せん I かく」 



「朝 I 鮮 I 閣？」 

「うん」 と 言って 彼の 手をぴ しゃと 叩いた。 

しばらくして 勝 子から 

「しょう せんかく」 といい 出した。 

「朝鮮 閣」 

もど か 

牴牾 しいの はこつ ち だ、 といった ふうに 寸分 違わな 

いように 似せて ゆく。 それが 遊戯に なって しまった。 

しまいに は 彼が 「松 仙閣」 といって いるのに、 勝 子の 

方で は 知らずに 「朝鮮 閣」 と 言って いる。 信 子が それ 

に 気がついて 笑い出した。 笑われる と 勝 子 は 冠を曲げ 

てし まった。 



「勝 子」 今度 は 義兄の 番だ。 

「ちがいます とも わらびます」 

「う うん」 鼻 ごえ をして、 勝 子 は 義兄 を 打つ 真似 をし 

た。 義兄 は 知らん顔で 

「ちがいます とも わらびます。 あれ 何 やった な。 勝 子 _ 

一 遍峻 さんに 聞かし たげ なさい」 

泣きそう に 鼻 をなら し 出した ので 信 子が 手 を ひいて 

やりながら 歩き 出した。 

「これ …… それから 何とい うつ もりやつ たんや？」 

わらび 

「これ、 蕨 と は 違います つ て 言う つもり やつたん や 

な あ」 信 子が そんなに 言って 庇護って やった。 



彼 は 一 人後ろ になって 歩いて いた。 

彼が この 土地へ 来てから、 こうして 一緒に 出歩く の 

は 今夜が はじめてであった。 若い 女達と 出歩く。 その 

こと も 彼の 経験で は、 きわめて 稀であった。 彼 はなん 

となし に 幸福であった。 

わ まま 

少し 我が儘な ところの ある 彼の 姉と 触れ合つ ている 

態度に、 少しも 無理が なく、 II それ を 器用に やって 

いるので はなく、 生地からの 平和な 生まれ付きで やつ 

ている。 信 子 はそんな 娘であった。 

義母な どの 信心から、 天理教 様に 拝んで もらえと 言 

われる と、 素直に 拝んで もらって いる。 それ は 指の 傷 



芝居小屋 のなか は 思った ように 蒸し暑かった。 

水番 というの か、 銀杏 返しに 結った、 年の 老けた 婦 

が、 座蒲団 を 数 だけ 持って、 先に 立つ てばたば た 敷い 

ひらば たかし 

てし まった。 平 場の 一番 後ろで、 峻が 左の 端、 中へ 姉 

が 来て、 信 子が 右の 端、 後ろへ 兄が 座った。 ちょうど 

幕間で、 階下 は 七 分 通り 詰まって いた。 

お A な う la. 

先刻の 婦が 煙草盆 を 持って来た。 火が 埋ん であつ 

て、 暑い のに 気が 利かなかった。 立ち去らずに ぐずぐ 

ずして いる。 何と 言ったら いい か、 この 手の 婦 特有 

な 狡猾い 顔 付で、 眼 を きょろきょろ させて いる。 眼 顔 



客の 方 を 見た。 ぞんざいで、 おもしろく 思えなかった _ 

それが 済む と 怪しげな 名前の 印度人が 不作法な フロッ 

クコ ー トを 着て 出て 来た。 何 かわからない 言葉で 

喋った。 唾液 をとば している 様子で、 褪めた 唇の 両 

端に 白く 唾が たまって いた。 

「なんて 言った の」 姉が こんなに 訊いた。 すると 隣の 

よその 人 も 彼の 顔 を 見た。 彼 は 閉口して しまった。 

印度人 は 席へ 下りて 立会人 を 物色して いる。 一人の 

男が 腕 をつ かまれた まま、 危う 気な 羞笑 をして いた。 

その 男 はとうとう 舞台へ 連れて ゆかれた。 

髪の毛 を 前へ おろして、 糊の 寝た 浴衣 を 着、 暑い の 



握手が 失敬に なり、 印度人の 悪ふざけ はます ます 性 

がわる くな つた。 見物 は そのたび に 笑った。 そして 手 

品が はじまった。 

ひも 

紐が あつたの は、 切っても つながつ ている という 手 

品。 金属の 瓶が あつたの は、 いくらでも 水が 出る とい 

ガラス テ I ブル 

う 手品。 —— ごく 詰まらない 手品で、 硝子の 卓子の 上 

の もの は 減って いった。 まだ 林檎が 残って いた。 これ 

は 林檎 を 食って、 食った 林檎の 切が 今度 は 火 を 吹いて 

口から 出て 来る というので、 試しに 例の 男が 食わされ 

た。 皮 ごと 食った というので、 これ も 笑われた。 

峻は その 箸に も 棒に も かからな いような 笑い 方 を 印 



度 人が する たびに、 何故 あの 男 はなん とかしな いの だ 

ろうと 思って いた。 そして 彼 自身 かなり 不愉快に なつ 

ていた。 

そのうちに ふと、 先 ほどの 花火が 思い出されて 来た。 

「先 ほどの 花火 はま だ あがって いるだろう か」 そんな 

こと を 思った。 

薄明り の 平野の なかへ、 星 水母 ほどに 光って は 消え 

る 遠い 市の 花火。 海と 雲と 平野の パノラマが いかにも 

美しい ものに 思えた。 

「花 は」 

「F10raJ 



たしかに 「F10wer.」 と は 言わなかった。 

その子 供と いい、 その パノラマ といい、 どんな 手品 

師も 敵わない ような 立派な 手品だった ような 気がした。 

そんな ことが 彼の 不愉快 を だんだんと 洗って いった。 

いつもの 癖で、 不愉快な 場面 を 非人情に 見る、 —— そ 

うする と 反対に おもしろく 見えて 来る —— その 気持が 

ものに なり かけて 来た。 

下等な 道化に 独りで 腹 を 立てて いた 先 ほどの 自分が、 

ちょ つ と 滑稽 だ つたと 彼 は 思 つ た。 

舞台の 上で は 印度人が、 看板 画 そっくりの 雰囲気の 

なかで、 口から 盛んに 火 を 吹いて いた。 それに は 怪し 



やよ くな つて、 峻は 一度 その 北 牟婁の 家へ 行った こと 

きこり 

があった。 そこ は 山の なかの 寒村で、 村 は 百姓と 木 樵 

ようさん 

で、 養蚕な どもして いた。 冬になる と 家の 近くの 畑 ま 

いのしし 

で 猪 が 芋 を 掘りに 来たりす る。 芋 は 百姓の 半分 常食 

になって いた。 その 時 はま だ 勝 子 も 小さかった。 近所 

のお 婆さんが 来て、 勝 子の 絵本 を 見ながら 講釈して い 

るのに、 象の こと を 鼻 巻き 象、 猿の こと を 山の 若い 衆 

みよ-つじ 

とか やえんと か 呼んで いた。 苗字の ない という 子が い 

るので 聞いて みると 木 樵の 子 だからと言って 村の 人 は 

当然な 顔 をして いる。 小学校に は 生徒から 名前の 呼び 

棄て にされ ている、 薫と いう 村長の 娘が 教師 をして い 



た。 まだ それが 十六 七の 年頃だった。 II 

ム 口 たかし ム 口 

北牟婁 はそんな 所であった。 峻は 北牟婁 での 兄の 

話に は 興味が 持てた。 

ム 口 はま 

北牟婁 にいた 時、 勝 子が 川へ 陥った ことがある。 そ 

の 話が 兄の 口から 出て 来た。 

—— 兄が 心臓 脚気で 寝て いた 時の ことで ある。 七十 

を 越した、 兄の 祖母で、 勝 子の 曾祖母に あたる お 祖母 

さんが、 勝 子 を 連れて 川へ 茶碗 を 漬けに 行った。 その 

川と いうの が 急な 川で、 狭かった が 底 はかなり 深 かつ 

た。 お祖母さん は、 いつでも 兄 達が 捨てて おけと いう 

のに、 姉が 留守だった りする と、 勝 子な ど を 抱きた がつ 



母ち やん を 待つ とろと 言うたり してな あ」 

「お祖母さんが ぼけ はった の は あれからで したな」 姉 

こも 

は 声 を 少し ひそませて 意味の 籠った 眼 を 兄に 向けた。 

「それが あってから お祖母さん がちよ つ とぼけみたい 

になり ましてな あ。 いつまで 経っても これに (と 言つ 

て 姉 を 指し) よしやん に 済まん、 よしやん に 済まん と 

言い ましてな あ」 

「なんのお 祖母さん、 そんな ことがあろう かさ、 と 言つ 

ている のに」 

それからのお 祖母さん は 目に 見えて ぼけて いって 一 

年 ほど 経って から 死んだ。 



夜、 夕飯が 済んで しばらく してから、 勝 子が 泣き は 

じめ た。 峻は 二階で それ を 聞いて いた。 しまいに は 

それ を 鎮める 姉の 声が 高くな つて 来て、 勝 子 も あたり 

かまわず 泣きた てた。 あまり 声が 大きい ので 峻は 下へ 

おりて 行った。 信 子が 勝 子 を 抱いて いる。 勝 子 は 片手 

を 電燈の 真下へ 引き寄せられて、 針 を 持った 姉が、 掌 

へ 針 を 持つ て ゆこうと する。 

「そとへ 行って 棘 を 立てて 来 ましたん や。 知らん と 

しょうゆ 

おった のが 御飯 を 食べる とき 醬 油が 染みて な」 義母が 

峻 にそう 言 つ た。 

「もっとぎ うとお 出し」 姉 は 怒って しまって、 邪 S に 



掌 を 引っ張つ ている。 そのたび に 勝 子 は 火の 付く よう 

に 泣 声 を 高く する。 

「もう 知らん、 放っといて やる」 しまいに 姉 は 掌 を 振 

り 離して しまった。 

「今 はしょうな いで、 X X 膏を つけて くく つ とこうよ」 

義母が 取リ なすよう に 言って いる。 信 子が 薬 を 出しに 

行った。 峻は勝 子の 泣 声に 閉口して また 二階へ あがつ 

た。 

薬 をつ ける のに 勝 子の 泣 声 はま だ 鎮まらなかった。 

「棘 はどうせ あの 時 立てた に違いない」 峻は 昼間の こ 

と を 思い出し ていた。 びし やっと 地面へ うつつぶ せに 



と。 そのなん とか 権 所有の、 これ もそう 思えば 国定 教 

科 書に 似つかわしい、 手紙の 文例の 宛名の ような、 人 

の 名。 そんな 奥 付の 有様まで が 憶い 出された。 

—— 少年の 時には その 画のと おりの 所が どこかに あ 

るよう な 気がして いた。 そうした 単純に 正直な 児が ど 

こかに いるよう な 気がして いた。 彼に はそんな ことが 

思われた。 

それら はなに かその 頃の 憧憬の 対象で もあった。 単 

純で、 平明で、 健康な 世界。 II 今 その 世界が 彼の 前 

にある。 思い も かけず、 こんな 田舎の 緑樹の 蔭に、 そ 

の 世界 はも つ と 新鮮な 形 を 具えて 存在し ている。 



ゝ p o _ 

力ら 」 

彼 は ある 日 葉書へ そんな こと を 書いて しまった、 も 

ち ろん 遊戯で はあった が。 そして この 日頃の 昼と なし 

夜と なしに、 時 どき ふと 感じる 気持の むず かゆ さ を 幾 

分 はかせた ような 気がした。 夜、 静かに 寝られないで 

いると、 空 を 五位が 啼 いて 通った。 ふとす ると その 声 

が 自分の 身体の どこかでして いるよう に 思われる こと 

が ある。 虫の 啼く 声な ども へんに 部屋の 中での ように 

聞こえる。 

「は あ、 来るな」 と 思って いると えたいの 知れない 気 



持が 起こって 来る。 II これ はこの 頃 眠れない 夜のお 

きま 

極り のコ— ス であった。 

変な 気持 は、 電燈を 消し 眼 をつ ぶって いる 彼の 眼の 

前へ、 物が 盛んに 運動す る 気配 を 感じさせた。 愿 九な 

ものの 気配が 見る うちに 裏返って 微塵 ほどになる。 確 

かど こかで 触った ことの あるよう な、 口へ 含んだ こと 

の あるよう な 運動で ある。 廻転 機の ように 絶えず 廻つ 

ている ようで、 寝て いる 自分の 足の 先 あたり を 想像す 

れば、 途方 もな く 遠方に あるよう な 気持に すぐ それが 

捲き 込まれて しまう。 本な ど を 読んで いると 時と する 

と 字が 小さく 見え て 来る ことがあ るが、 その 時の 気持 



にす こし 似て いる。 ひどくな ると 一種の 恐怖 さえ 伴つ 

て 来て 眼を閉 いで はいられなくなる。 

彼 はこの 頃 それが 妖術が 使えそう にな る 気持 だ と 思 

うこと があった。 それ はこん な 妖術であった。 

子供の 時、 弟と 一 緒に 寝たり などす ると、 彼 はよ く 

かき 

うつつ 伏せに なって 両手で 墙を 作りながら (それが 牧 

場の つもりであった) 

「芳雄 君。 この 中に 牛が 見える ぜ」 と 言いながら 弟 を 

だました。 両手に かこまれて、 顔で 蓋 をされ た、 敷布 

の 上の 暗黒の なかに、 そう 言えば たくさんの 牛 や 馬の 

姿が 想像され るの だった。 —— 彼 は 今 そんな こと は ほ 



晩に は 母が 豆 を ii つていた。 

「峻 さん。 あんた にこん なの はどうで すな」 そんな 

に 言って 煎り あげたの を 彼の 方へ 寄せた。 

「信 子が 寄宿舎へ 持って 帰る お土産です。 一升 ほど 

持って 帰っても、 じきにべ ろつ と 失くなる の やそうで 

…：- J 

峻が 語 を 聴きな が ら豆を 咬んで いると、 裏口で 音が 

して 信 子が 帰って来た。 

「貸して くれはつ たか」 

「は あ。 裏へ おいといた」 

「雨が 降る かもし れんで、 ずっとな かへ 引き込ん でお 



十二時 頃 夕立が した。 その 続き を 彼 は 心待ちに 寝て 

いた。 

しばらく すると それが 遠くから また 歩み寄せ て 来る 

音が した。 

虫の 声が 雨の 音に 変わった。 ひとしき りする とそれ 

はまた 町の 方へ 過ぎて 行った。 

蚊帳 を まくって 起きて 出、 雨戸 を 一枚 繰った。 

城の 本丸に 電燈が 輝いて いた。 雨に 光沢 を 得た 樹の 

葉が その 灯の 下で 数 知れない 魚鱗の ような 光 を 放って 

レ 1/ 

また 夕立が 来た。 彼 は閾の 上へ 腰 を かけ、 雨で 足 
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